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(57)【要約】
【課題】フォーカス距離及び輻輳距離の設定を良好に行
うこと。
【解決手段】立体映像撮像装置１００は、所定の基線長
を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む左レン
ズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒを備える。
また、左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１
Ｒのフォーカスを調整するフォーカスリングと、左右一
対の撮像レンズの光軸が交わる輻輳点から撮像レンズま
での輻輳距離を調整する制御回路を備える。制御回路は
、フォーカス点から設定しようとする輻輳点までの距離
をオフセット距離として、フォーカス距離にオフセット
距離を加えて、輻輳距離を調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系と、
　前記光学系のフォーカスを合わせて、フォーカス点を調整するフォーカス調整部と、
　前記フォーカス調整部によってフォーカス点が調整された後、前記撮像レンズの光軸方
向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点までの距離をオフセット距離と
して、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス距離に前記オフセット距離
を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調整する制御部と、を備える
　立体映像撮像装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記フォーカス点より奥に前記輻輳点が位置するように調整する場合に
は、正の前記オフセット距離を前記フォーカス距離に加え、前記フォーカス点より手前に
前記輻輳点が位置するように調整する場合には、負の前記オフセット距離を前記フォーカ
ス距離に加える
　請求項１記載の立体映像撮像装置。
【請求項３】
　さらに、前記オフセット距離を設定する設定部と、
　前記輻輳距離の調整を開始する指示を行う調整指示部と、
　前記基線長及び前記フォーカス点に基づいて、前記撮像レンズから前記フォーカス点ま
でのフォーカス距離を検出するフォーカス距離検出部と、を備える
　請求項２記載の立体映像撮像装置。
【請求項４】
　前記フォーカス調整部は、回動されることにより前記光学系のフォーカスを調整するフ
ォーカスリングであり、
　外径が異なる前記フォーカスリングと同軸に入れ子構造で組み合わされ、前記フォーカ
スリングとは別に回動されることにより、前記輻輳距離の調整を行うコンバージェンスリ
ングを備え、
　前記調整指示部は、前記フォーカスリング及び前記コンバージェンスリングの軸方向に
突出し、押下されることによって、前記コンバージェンスリングによる前記輻輳距離の調
整とは別に、前記制御部に対して前記輻輳距離の調整を開始する指示を行うボタンである
　請求項３記載の立体映像撮像装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記オフセット距離の値を設定するメニュー画面を表示部に表示する
　請求項４記載の立体映像撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記フォーカス調整部によって調整されるフォーカスに追従して、前記
制御部が前記輻輳距離を調整するか否かを選択させるメニュー画面を表示部に表示する
　請求項５記載の立体映像撮像装置。
【請求項７】
　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系のフォーカスを合
わせて、フォーカス点を調整することと、
　前記撮像レンズの光軸方向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点まで
の距離をオフセット距離として、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス
距離に前記オフセット距離を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調
整することと、を含む
　輻輳距離調整方法。
【請求項８】
　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系のフォーカスを合
わせて、フォーカス点を調整する手順、
　前記撮像レンズの光軸方向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点まで
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の距離をオフセット距離として、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス
距離に前記オフセット距離を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調
整する手順とを
　コンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、例えば、輻輳距離を調整して立体（３Ｄ：three-dimension）映像を撮像す
る場合に適用して好適な立体映像撮像装置、輻輳距離調整方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、立体映像を撮像する撮像システムは、２台の撮像装置を組み合わせて構築されて
いた。この撮像システムでは、例えば、両眼視差を再現するために２台の撮像装置をハー
フミラーと組み合わせてフレーム（リグ）に取り付け、撮像を行っていた。近年は、１台
の撮像装置に左右２つのレンズが設けられ、これら２つのレンズを用いて立体映像を撮像
可能とした撮像システムが用いられるようになってきた。
【０００３】
　以下の説明において、視聴者の左右の目の視線が交わる点を「輻輳点（コンバージェン
スポイント：Convergence Point）」と呼び、この視線の交差によって作り出される角度
を「輻輳角」と呼ぶ。輻輳点と輻輳角の定義は、視聴者の左右の目を立体映像撮像装置が
有する左右のレンズ光学系に置き換えても成り立つ。輻輳とは、立体映像の立体感（奥行
きや飛び出し）の調整に際して用いられるパラメータである。輻輳点の位置で撮像された
被写体は、スクリーンに映像が投影されたときに立体視する視聴者にとってスクリーン上
に存在するように見える。一方、輻輳点より手前で撮影された被写体は、スクリーン手前
に飛び出すように見え、輻輳点より奥で撮影された被写体は、スクリーン奥に引っ込むよ
うに見える。このため、立体映像を撮像する際には、撮像装置で平面（２Ｄ：two-dimens
ion）映像を撮像するに必要であったフォーカス、ズーム、アイリス等のパラメータ調整
に加えて、輻輳点を調整する必要があった。
【０００４】
　従来、撮像レンズから輻輳点までの輻輳距離は、カメラに設けられた左右２つのレンズ
の光軸に対する傾きを変えて輻輳角を調整することによって変えられていた。立体映像を
撮影する撮影者は、所望の輻輳点を考慮して立体映像を撮影するために、輻輳点とフォー
カス点（ＦＰ：Focus Point）をそれぞれ独立して調整をしていた。
【０００５】
　特許文献１には、フォーカスを自動調整した後、マニュアル操作で輻輳角を調整する技
術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－９０９２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、撮影者がまずフォーカスを動かすと、動かしたフォーカスに合わせて撮影者
が所望する立体映像を撮像するために都度輻輳点の調整をし直す作業が発生する。逆に、
輻輳点を動かすと、動かした輻輳点に合わせて都度フォーカスの調整をし直す作業も発生
する。つまり、フォーカス、輻輳点のうち、どちらか一方を動かすと、そこに撮影者が所
望する立体映像を撮像するためにもう一方を所望する位置に調整することになる。その操
作は、フォーカスリング、コンバージェンスリングを用いて撮影する度に調整しなければ
ならず操作の手間がかかっていた。また、撮影中にフォーカス点を動的に変化させながら
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手動により輻輳点をフォーカス点に追従して調整するためには撮影者に高度な撮影スキル
が求められていた。
【０００８】
　本開示はこのような状況に鑑みて成されたものであり、フォーカス点及び輻輳距離の調
整を良好かつ容易に行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示は、所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系のフォ
ーカスを合わせて、フォーカス点を調整する。
　次に、撮像レンズの光軸方向におけるフォーカス点から設定しようとする輻輳点までの
距離をオフセット距離とする。
　そして、撮像レンズからフォーカス点に至るまでのフォーカス距離にオフセット距離を
加えて、撮像レンズ左右一対の撮像レンズの光軸が交わる輻輳点から前記輻輳点までの輻
輳距離を調整する。
【００１０】
　このようにしたことで、オフセット距離及びフォーカス距離に基づいて輻輳距離を調整
することが可能となった。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示によれば、フォーカス距離を調整した後に、フォーカス距離にオフセット距離を
加えて輻輳距離を調整する。このように、フォーカス距離に合わせて輻輳距離を自動的に
調整することができるため、フォーカス距離と輻輳距離を手動で別々に調整する手間を不
要とし、立体映像の撮像を良好かつ容易に行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の第１の実施の形態に係る立体映像撮像装置のフォーカス距離、オフセッ
ト距離及び輻輳距離の例を示す説明図である。
【図２】本開示の第１の実施の形態に係る立体映像撮像装置の正面図である。
【図３】本開示の第１の実施の形態に係る立体映像撮像装置の左側面図である。
【図４】本開示の第１の実施の形態に係る調整リングの斜視図である。
【図５】本開示の第１の実施の形態に係る調整リングの側面図である。
【図６】本開示の第１の実施の形態に係るズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの
調整回路の構成例を示すブロック図である。
【図７】本開示の第１の実施の形態に係るオフセット距離を設定するための設定メニュー
の表示例を示す説明図である。
【図８】本開示の第１の実施の形態に係るズーム調整時の操作例を示す説明図である。
【図９】本開示の第１の実施の形態に係るフォーカス調整時の操作例を示す説明図である
。
【図１０】本開示の第１の実施の形態に係るコンバージェンス調整時の操作例を示す説明
図である。
【図１１】本開示の第２の実施の形態に係る自動追従するオフセット距離を設定するため
の設定メニューの表示例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示を実施するための形態（以下実施の形態とする。）について説明する。な
お、説明は以下の順序で行う。
１．第１の実施の形態（輻輳距離を自動調整する例）
２．第２の実施の形態（輻輳距離を自動追従する例）
３．変形例
【００１４】
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＜１．第１の実施の形態＞
［輻輳距離を自動調整する例］
【００１５】
　以下、本開示の第１の実施の形態（以下、「本例」という。）について、図１～図１０
を参照して説明する。
【００１６】
　本実施の形態では、同一の被写体を複数の視点から撮影して立体映像を生成することが
可能な二眼レンズ式の立体映像撮像装置１００に適用した例について説明する。立体映像
撮像装置１００は、プログラムを実行することにより、内部ブロックが連携して行う輻輳
距離調整方法を実現する。始めに、フォーカス距離、オフセット距離及び輻輳距離の関係
について図１を参照して説明する。
【００１７】
［フォーカス距離、オフセット距離及び輻輳距離の説明］
　図１は、フォーカス距離、オフセット距離及び輻輳距離の説明図である。図１Ａは、被
写体のいる位置でフォーカス点及び輻輳点が一致している例を示す。
【００１８】
　立体映像撮像装置１００は、人間の左右の目の幅に合わせた基線長（ＩＡＤ：Inter Ax
ial Distance）だけ隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む左レンズ光学系１２１
Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒを備える。立体映像撮像装置１００に実装される左レンズ光
学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒは、レンズの光軸が被写体に向けて交差するよう
に斜めに設けられ、不図示のシフトレンズを用いて各光学系の輻輳点を手前又は奥行き方
向に移動させている。
【００１９】
　左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒは主従関係を持っており、主となる
光学系の動作に従となる光学系の動作が連動する。本例では、左レンズ光学系１２１Ｌを
主とし、右レンズ光学系１２１Ｒを従としている。そして、主となる左レンズ光学系１２
１Ｌを被写体に向けてフォーカスを合わせている。なお、右レンズ光学系１２１Ｒを主と
し、左レンズ光学系１２１Ｌを従とする運用としてもよい。
【００２０】
　立体映像撮像装置１００は被写体の正面に位置しており、左レンズ光学系１２１Ｌと右
レンズ光学系１２１Ｒは、一例として、被写体である人間の頭部にフォーカスを合わせて
いる。以下の説明では、左レンズ光学系１２１Ｌの光軸方向であって、左レンズ光学系１
２１Ｌの撮像レンズからフォーカス点Ｆ１までの距離を「フォーカス距離」と呼ぶ。同様
に、左レンズ光学系１２１Ｌの光軸方向であって、左レンズ光学系１２１Ｌの撮像レンズ
から輻輳点Ａ１までの距離を「輻輳距離」と呼ぶ。
【００２１】
　左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒは、基線長の中点における垂線を線
対称の軸線として、左レンズ光学系１２１Ｌの動作に従い、右レンズ光学系１２１Ｒが動
作する。このため、右レンズ光学系１２１Ｒにおけるフォーカス距離と輻輳距離は、左レ
ンズ光学系１２１Ｌにおける各距離に等しい。
【００２２】
　図１Ｂは、輻輳点Ｂ１，Ｂ２を設定した例を示す。
　各光学系は、被写体である人間の頭部にフォーカス点Ｆ２を定め、フォーカスを合わせ
ている。ここで、フォーカス点Ｆ２を基準とした場合における輻輳点Ｂ１又は輻輳点Ｂ２
までの距離を「オフセット距離」と呼ぶ。例えば、フォーカス点Ｆ２をオフセット距離の
基準である±０ｍとした場合に、フォーカス点Ｆ２より撮影レンズから見て手前側を負の
オフセット距離に設定し、フォーカス点Ｆ２より撮影レンズから見て奥側を正のオフセッ
ト距離に設定する。このため、オフセット距離が－１ｍで設定されると、被写体の１ｍ手
前に輻輳点Ｂ２が設定される。そして、フォーカス距離にオフセット距離（－１ｍ）を加
えることで、輻輳点Ｂ２における輻輳距離（－１ｍ）が求まる。このとき、フォーカス距
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離＞輻輳距離の関係を満たす。
【００２３】
　一方、オフセット距離が＋１ｍで設定されると、被写体の１ｍ奥に輻輳点Ｂ１が設定さ
れる。そして、フォーカス距離にオフセット距離（＋１ｍ）を加えることで、輻輳点Ｂ１
における輻輳距離（＋１ｍ）が求まる。このとき、フォーカス距離＜輻輳距離の関係を満
たす。
【００２４】
　なお、図１Ｂでは主となる左レンズ光学系１２１Ｌの光軸上の距離を「オフセット距離
」として定義した上で説明しているが、左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１
Ｒの光軸の中心線（本例では、垂線）上に定義し直してもよい。そして、フォーカスを合
わせた被写体が画面の奥にあることを強調したい場合は、フォーカス距離より短い距離に
輻輳点を設定すればよい。一方、フォーカスを合わせた被写体を画面から浮かびあがらせ
たい場合は、フォーカス距離より長い距離に輻輳点を設定すればよい。
【００２５】
［立体映像撮像装置の構成］
　図２は、本発明の第１の実施の形態に係る立体映像撮像装置１００の正面図を示す。
　図３は、本発明の第１の実施の形態に係る立体映像撮像装置１００の左側面図を示す。
　立体映像撮像装置１００は、本体部１１０とレンズ部１２０とを有する。
【００２６】
　二眼レンズ式の立体映像撮像装置１００は、左右のレンズを通してそれぞれ取り込んだ
被写体の左右の像を、撮像素子で電気的な信号に変換し、Ａ／Ｄ変換を行う。その後、Ｈ
ＤＶ（High-Definition Video）方式などの所定の方式で圧縮符号化して、左右それぞれ
の半導体記録媒体に記録する。撮像素子には、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device
）イメージャやＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）センサ等が用い
られる。
【００２７】
　立体映像撮像装置１００の側面には、ズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの調
整を行うための３つのリングで構成される調整リング２００を備える。３つのリングは、
互いに同軸となるように組み合わされ、かつ互いに独立して回動して操作することが可能
である。そして、ズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの調整を行うために、ズー
ムリング２１０、フォーカスリング２２０、及びコンバージェンスリング２３０が設けら
れている。撮影者が所望の立体映像を撮像するためには、一般には交互に繰り返しフォー
カスとコンバージェンスを調整することが多い。しかし、調整リング２００の同軸でそれ
ぞれ独立して回動可能であるフォーカス調整用のフォーカスリング２２０とコンバージェ
ンス調整用のコンバージェンスリング２３０を用いるため、調整作業の効率を向上させる
ことができる。
【００２８】
　本例の立体映像撮像装置１００は、コンバージェンスリング２３０の中心部分に配され
、フォーカスリング２２０及びコンバージェンスリング２３０の軸方向に突出する指示ボ
タン２４０を備える。指示ボタン２４０が撮影者によって押下されると、コンバージェン
スリング２３０による輻輳距離の調整とは別に、制御回路３１２（後述する図６参照）に
対して輻輳距離の調整を開始する指示を行う。指示ボタン２４０は、左右一対の撮像レン
ズの光軸が交わる輻輳点から撮像レンズまでの輻輳距離の調整を開始する指示を行う調整
指示部として用いられる。
【００２９】
　この他、本体部１１０には、外部機器に接続するために用いられる各種のインタフェー
ス群、各種の操作ボタン群、ハンドル１１１、表示部１１３、不図示のバッテリアダプタ
、メモリカードスロット等が設けられている。インタフェース群及びバッテリアダプタは
主に本体部１１０の後部に設けられている。インタフェースとしては、例えば、デジタル
映像及びデジタル音声の入出力、アナログ映像及びアナログ音声の入出力、制御用の入力
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、モニタ出力、ヘッドホン出力などがある。また、バッテリアダプタには、不図示のバッ
テリを着脱することが可能とされている。
【００３０】
　操作部１１５、表示部１１３、及びメモリカードスロットは主に本体部１１０の側面に
設けられている。操作部１１５には、例えば、電源ボタン、録画ボタン、再生ボタン、早
送りボタン、戻りボタン、シャッタボタン、その他のボタンが含まれる。表示部１１３は
撮像中の映像や記録映像、機能選択や設定操作を行うためのグラフィカル・ユーザ・イン
タフェース（ＧＵＩ： Graphical User Interface）などの表示や、オフセット距離を設
定する設定部として用いられたりする。そして、表示部１１３は、本体部１１０の側面に
おいて２軸の回り方向に回動自在に設けられている。メモリカードスロットは、半導体記
録媒体であるメモリカードの着脱が可能とされ、このメモリカードに対してデジタル映像
データの記録及び読み出しを行うことが可能である。
【００３１】
　表示部１１３としては、例えば液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイ等が採用され
ており、撮影者が被写体を撮像しながら立体映像を確認するために３Ｄモニタとして用い
ることができる。そして、表示部１１３には、オートフォーカス又はマニュアルによるフ
ォーカスの設定を区別して表示する。なお、表示部１１３は、主として動作する左レンズ
光学系１２１Ｌによって撮像された左映像のみを表示したり、左映像を緑、右映像を赤と
するアナグリフで表現する場合に、緑色の左映像を表示したりする。これらの映像は不図
示のビューファインダによって表示するようにしてもよい。
【００３２】
　操作ボタン群の一部やハンドル１１１は、主に本体部１１０の上面に設けられている。
ハンドル１１１は撮影者が立体映像撮像装置１００を支持するために用いられる。ハンド
ル１１１の前部にはマイクロフォン１１９が取り付けられ、本体部１１０の内部には、Ｃ
ＰＵ（Central Processing Unit）等の制御回路、左右の撮像素子、信号処理回路、エン
コーダ回路などが収納されている。
【００３３】
　レンズ部１２０には、右レンズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌが左右平行に
設けられ、設定された輻輳角に応じて右レンズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌ
の光軸が傾けられる。左レンズ光学系１２１Ｌが動作すると、右レンズ光学系１２１Ｒは
、ズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの調整を左レンズ光学系１２１Ｌの動作に
同期して行う。
【００３４】
　また、レンズ部１２０の先端部には、右レンズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１
Ｌに入射する光の波長を制限するレンズフィルタ１２３が設けられている。また、右レン
ズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌの撮像レンズを様々な目的で保護するレンズ
フード１２５が設けられている。
【００３５】
　レンズ部１２０の側面には、調整リング２００の他、撮影者の手によって把持されるグ
リップ部１２７が設けられ、グリップ部１２７には広角／望遠スイッチ１２８が設けられ
ている。また、レンズ部１２０の側面には、右レンズ光学系１２１Ｒ及び左レンズ光学系
１２１Ｌに入る光の量を減少させるよう調整する減光フィルタボタン１２９が設けられて
いる。さらに、露出を調整することで撮像する画像の明るさを調整するアイリスダイヤル
１３０等も設けられている。
【００３６】
　［調整リングの構成］
　次に、調整リング２００の構成について、図４と図５を参照して説明する。
　図４は、調整リング２００の斜視図を示す。
　図５は、調整リング２００の側面図を示す。
【００３７】
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　調整リング２００は、ズームを調整するためのズームリング２１０、フォーカスを調整
するためのフォーカスリング２２０、及びコンバージェンスを調整するためのコンバージ
ェンスリング２３０で構成される。ズームリング２１０、フォーカスリング２２０、及び
コンバージェンスリング２３０はそれぞれ入れ子構造で組み合わされて、互いに独立して
正・逆方向に同軸で回動自在に構成されている。
【００３８】
　ズームリング２１０は、調整リング２００において最も外周側に位置する回動部である
。
　フォーカスリング２２０は、回動されることにより光学系のフォーカスを合わせて、フ
ォーカス点を調整するフォーカス調整部として用いられる。
　コンバージェンスリング２３０は、外径が異なるフォーカスリング２２０と同軸に入れ
子構造で組み合わされ、フォーカスリング２２０とは別に回動されることにより、輻輳点
を調整する。そして、コンバージェンスリング２３０は、ズームリング２１０の内側で回
動自在であり、さらにフォーカスリング２２０の内側で回動自在である。したがって、ズ
ームリング２１０、フォーカスリング２２０、コンバージェンスリング２３０の外径は、
ズームリング２１０、フォーカスリング２２０、コンバージェンスリング２３０の順に小
さくなる。このため、撮影者は操作しているリングの位置関係を容易に知ることができ、
操作性の向上が期待される。
【００３９】
　ズームリング２１０の外周面には滑り止め用のスリット２１１が設けられている。また
、フォーカスリング２２０はズームリング２１０より軸方向において突出した部分２２１
を有する。この突出した部分２２１の外周面に滑り止め用のスリット２２２が設けられて
いる。一方、フォーカスリング２２０の内側に回動自在に配置されたコンバージェンスリ
ング２３０の先端位置はフォーカスリング２２０の先端位置と一致若しくは略一致させて
ある。コンバージェンスリング２３０の先端部分はすり鉢状に凹ませてあり、この凹んだ
部分の内周面（のり面）に滑り止め用のスリット２３１が設けられている。
【００４０】
　上述したように調整リング２００は、ズームリング２１０を調整リング２００において
最も外周側に配置する構成としてある。さらに、フォーカスリング２２０をズームリング
２１０の内側に配置し、コンバージェンスリング２３０をフォーカスリング２２０の内側
に配置する構成としてある。また、ズームリング２１０からフォーカスリング２２０を突
出させている。
【００４１】
　ただし、このような構成に限らず、ズームリング２１０を調整リング２００において最
も内周側に配置し、その外周に、フォーカスリング２２０、コンバージェンスリング２３
０の順に配置してもよい。あるいは、コンバージェンスリング２３０、フォーカスリング
２２０の順に配置してもよい。また、調整リング２００は撮影者が操作しやすい場所であ
れば、本体部１１０の側面以外の場所に設けてもよい。さらに、フォーカスリング２２０
からコンバージェンスリング２３０を突出させ、コンバージェンスリング２３０の突出し
た部分の外周面に滑り止めに用いるスリットを設けてもよい。
【００４２】
　［ズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの調整回路］
　図６は、ズーム、フォーカス、及びコンバージェンスの調整回路の構成例を示す。
【００４３】
　立体映像撮像装置１００は、調整リング２００のズームリング２１０、フォーカスリン
グ２２０、及びコンバージェンスリング２３０にそれぞれ対応する以下の回路を有する。
すなわち、ロータリーエンコーダ３０１，３０２，３０３、光学系制御回路３０４、ズー
ム駆動回路３０５、フォーカス駆動回路３０６、コンバージェンス駆動回路３０７、であ
る。さらに、左光学系ズームアクチュエータ３０８Ｌ、左光学系フォーカスアクチュエー
タ３０９Ｌ、左光学系コンバージェンスアクチュエータ３１０Ｌがある。同様に、右光学
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系ズームアクチュエータ３０８Ｒ、右光学系フォーカスアクチュエータ３０９Ｒ、右光学
系コンバージェンスアクチュエータ３１０Ｒがある。フォーカスリング２２０は、右レン
ズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌのフォーカス点の位置（フォーカス距離）を
調整するフォーカス調整部として用いられる。
【００４４】
　独立して回動操作されるズームリング２１０、フォーカスリング２２０、及びコンバー
ジェンスリング２３０によって出力されるそれぞれの回動情報は、各リングに対応して設
けられたロータリーエンコーダ３０１，３０２，３０３によって検出される。ロータリー
エンコーダ３０１，３０２，３０３の検出情報はＣＰＵなどの光学系制御回路３０４に伝
送される。光学系制御回路３０４はズーム調整に対応するロータリーエンコーダ３０１の
検出情報に基づいて、ズーム調整に関する所定の演算処理を実行して制御量を求め、制御
量に応じた制御情報をズーム駆動回路３０５に供給する。
【００４５】
　ズーム駆動回路３０５は、制御情報に基づいて左光学系ズームアクチュエータ３０８Ｌ
と右光学系ズームアクチュエータ３０８Ｒを駆動する。これにより右レンズ光学系１２１
Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌのズームの調整が行われる。また、光学系制御回路３０４は
フォーカス調整に対応するロータリーエンコーダ３０２の検出情報に基づいてフォーカス
調整に関する所定の演算処理を実行して制御量を求め、制御量に応じた制御情報をフォー
カス駆動回路３０６に供給する。
【００４６】
　フォーカス駆動回路３０６は、制御情報に基づいて左光学系フォーカスアクチュエータ
３０９Ｌ及び右光学系フォーカスアクチュエータ３０９Ｒを駆動する。これにより右レン
ズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌのフォーカスの調整が行われる。
【００４７】
　さらに、光学系制御回路３０４は、コンバージェンス調整に対応するロータリーエンコ
ーダ３０３の検出情報に基づいてコンバージェンス調整に関する所定の演算処理を実行し
て制御量を求める。そして、その制御量に応じた制御情報をコンバージェンス駆動回路３
０７に供給する。コンバージェンス駆動回路３０７は、制御情報に基づいて左光学系コン
バージェンスアクチュエータ３１０Ｌ及び右光学系コンバージェンスアクチュエータ３１
０Ｒを駆動する。これにより右レンズ光学系１２１Ｒと左レンズ光学系１２１Ｌのコンバ
ージェンスの調整が行われる。
【００４８】
　また、立体映像撮像装置１００は、左レンズ光学系１２１Ｌから受け取る情報より、基
線長及びフォーカス点に基づいて、撮像レンズからフォーカス点までのフォーカス距離を
検出するフォーカス距離検出部としてのフォーカスポジションセンサ３１１を備える。フ
ォーカスポジションセンサ３１１は、三角測量を応用して、予め判明している基線長及び
フォーカス点よりフォーカス距離を求めることができる。
【００４９】
　また、立体映像撮像装置１００は、フォーカス距離に基づいて輻輳距離を求める制御回
路３１２を備える。
制御回路３１２は、輻輳距離の調整を開始する指示を行う指示ボタン２４０が押下される
と、撮像レンズから輻輳点までの輻輳距離を調整する制御部として用いられる。このとき
、制御回路３１２は、フォーカスリング２２０によってフォーカス点が調整された後、撮
像レンズの光軸方向におけるフォーカス点から設定しようとする輻輳点までの距離をオフ
セット距離とする。そして、撮像レンズからフォーカス点までのフォーカス距離にオフセ
ット距離を加えて、撮像レンズから輻輳点までの輻輳距離を調整する。
【００５０】
　ここで、図１Ｂを参照して説明したように、制御回路３１２は、フォーカス点より奥に
輻輳点が位置するように調整する場合には、正のオフセット距離をフォーカス距離に加え
る。一方、フォーカス点より手前に輻輳点が位置するように調整する場合には、負のオフ
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セット距離をフォーカス距離に加える。これにより、撮影者が指示ボタン２４０を押下す
るだけでフォーカス距離に合わせた輻輳距離の調整を自動的に行うことが可能となる。
【００５１】
　このように立体映像撮像装置１００は、輻輳距離の自動調整を実行する指示ボタン２４
０と、輻輳点とフォーカス点との位置関係を設定するメニューを提示する。このメニュー
には、表示部１１３に表示されるＧＵＩが含まれる場合があるが、本体部１１０に取付け
た操作ボタン等によりメニューの機能を実現してもよい。このメニューを用いると、撮影
者が輻輳点とフォーカス点の所望の位置関係（距離）をオフセット距離として事前に設定
しておくことができる。そして、撮影時にはフォーカスを合わせた後、指示ボタン２４０
を押す操作だけで立体映像撮像装置１００が自動的に輻輳点位置を調整する。このため、
撮影者が手動で行う輻輳点やフォーカス点の調整作業を簡略化し、容易に所望の３Ｄ映像
を得ることを可能とする。
【００５２】
　図７は、表示部１１３に表示されるオフセット距離を設定するための設定メニューの表
示例を示す。
　制御回路３１２は、操作部１１５の入力操作がなされると、撮影者がオフセット距離の
値を設定するために用いるメニュー画面を表示部１１３に表示する。撮影者は、操作部１
１５の操作入力により、コンバージェンス距離の算出のために用いられるオフセット距離
を、「コンバージェンスオフセット距離」として事前に設定することができる。このため
、立体映像の撮像時には、指示ボタン２４０が押下されると、立体映像撮像装置１００は
、設定されたオフセット距離に合わせて輻輳距離を調整することができる。
【００５３】
　［選択操作の例］
　ここで選択操作の例を説明する。
　始めに、撮影者は、表示部１１３に表示され、オフセット距離を設定するためのメニュ
ー画面からオフセット距離をどの値にするか選択する。
【００５４】
　撮影時には、被写体にフォーカスを合わせた後、制御回路３１２は、選択されたオフセ
ット距離に基づいて、フォーカスポジションセンサ３１１から取得したフォーカス距離に
基づいて輻輳角を求める。そして、制御回路３１２は、コンバージェンス駆動回路３０７
に対して左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒに含まれる撮像レンズの光軸
を変えて、輻輳点に合わせた輻輳角を設定する。
【００５５】
　例えば、輻輳距離は次のように求められる。
　表示部１１３のメニュー画面より操作部１１５を介して設定されたオフセット距離が＋
１ｍ、フォーカス距離が３ｍの場合、輻輳距離は４ｍ＝３ｍ＋１ｍとする。このとき、左
レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒからそれぞれ半径４ｍの円弧の交点を求
める。次に、制御回路３１２は、左レンズ光学系１２１Ｌと右レンズ光学系１２１Ｒから
円弧の交点までの光軸の角度（輻輳角θ）をテーブル（または計算）により求める。この
テーブルには、予めフォーカス距離に対する輻輳角の関係が記憶されている。このため、
制御回路３１２は、フォーカスポジションセンサ３１１によって求められたフォーカス距
離に基づいて、テーブルから輻輳角を読出す。そして、制御回路３１２は、この輻輳角に
合わせて輻輳点が移動するようにコンバージェンス駆動回路３０７にコンバージェンスを
調整する指示を行う。これにより、レンズ群の一部（例えば、シフトレンズ）は、撮影レ
ンズの光軸の直交面、水平方向又は左右方向に駆動され、輻輳角が所定値θに設定される
。
【００５６】
　その後、撮影者は、表示部１１３に表示される映像を見ながら立体撮影の効果を確認す
る。ここで、意図した立体撮影が行えていないようであれば、オフセット距離を再度設定
し直す。表示部１１３には、立体映像を表示可能な３Ｄビューファインダ又は３Ｄモニタ
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が用いられているため、撮影者はリアルタイムで立体撮影の効果を確認できる。ただし、
立体映像は、撮影後に不図示のＨＤＤ等から読み出し、再生した映像データに基づいて確
認することもできる。
【００５７】
　次に、調整リング２００の操作例について、図８～図１０を参照して説明する。
　図８は、ズーム調整時の操作例を示す。
　撮影者は、ズーム調整時にズームリング２１０の外周面に指を当ててズームリング２１
０を回動操作する。この操作によって、ロータリーエンコーダ３０１で回動情報が検出さ
れ、ズームの調整を行うことかできる。
【００５８】
　図９は、フォーカス調整時の操作例を示す。
　撮影者は、フォーカス調整時にフォーカスリング２２０の突出した部分２２１の外周面
に指を当ててフォーカスリング２２０を回動操作する。この操作によって、ロータリーエ
ンコーダ３０２で回動情報が検出され、フォーカスの調整を行うことかできる。
【００５９】
　図１０は、コンバージェンス調整時の操作例を示す。
　撮影者は、コンバージェンス調整時にコンバージェンスリング２３０の先端部分のすり
鉢状に凹んだ部分の内周面に指を当ててコンバージェンスリング２３０を回動操作する。
この操作によって、ロータリーエンコーダ３０３で回動情報が検出され、コンバージェン
ス調整を行うことができる。
【００６０】
　ズームリング２１０、フォーカスリング２２０、及びコンバージェンスリング２３０は
全て同軸に組み合わせた調整リング２００として一体化されている。このため、撮影者は
僅かに手を移動させるだけでズーム、フォーカス、コンバージェンス間で調整対象をスム
ーズに変更することができる。また、ズームリング２１０、フォーカスリング２２０、及
びコンバージェンスリング２３０は全て同軸で回動されるので、全て同様な感覚での操作
が可能である。したがって、調整対象を変更した直後から速やかに他の調整を開始するこ
とができる。特に、フォーカスとコンバージェンスの調整のように交互にかつ繰り返し行
われることの多い調整作業において効率の向上を期待できる。
【００６１】
　このようにズームリング２１０、フォーカスリング２２０、及びコンバージェンスリン
グ２３０を全て同軸的に組み合わせて調整リング２００として一体化してある。これによ
り、撮影者は僅かに手を移動させるだけでズーム、フォーカス、コンバージェンス間で調
整対象をスムーズに変更することができる。また、ズームリング２１０、フォーカスリン
グ２２０、及びコンバージェンスリング２３０は全て同軸で回動され、接触しないときに
は設定値が変わらない。このため、撮影者が調整後に手を離して、再び調整を行う際には
、以前設定した値から調整を再開することができる。特に、フォーカスとコンバージェン
スの調整のように交互にかつ繰り返し行われることの多い調整作業において効率の向上を
期待できる。また、ズーム調整によってフォーカス調整が必要になる場合には、ズーム調
整を含めて調整作業の効率化を図れる。
【００６２】
　以上説明した本実施形態に係る立体映像撮像装置１００によれば、指示ボタン２４０を
押下するだけでオフセット距離に合わせた輻輳距離を容易に設定できる。このため、従来
のように手動操作でフォーカス距離と輻輳距離を別々に設定する場合に比べて、輻輳距離
の変更が完了するまでの時間を大幅に短縮することができる。また、一旦設定したオフセ
ット距離は変わらないため、指示ボタン２４０を押下するだけでオフセット距離が一定で
ある立体映像を安定して撮像することができ、撮影途中でオフセット距離が変わることに
よる立体映像の違和感が生じない。このため、高品質な立体映像を撮影する場合における
立体映像撮像装置１００の操作性を容易とすることができる。
【００６３】
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　また、指示ボタン２４０は、調整リング２００の中心部に軸方向に突出した状態で配置
してある。このため、普段の操作では撮影者が指示ボタン２４０に誤って触れる可能性が
なく、意図しない立体映像を撮影することがない。
【００６４】
　また、オフセット距離は事前にユーザによって任意の値を設定することが可能である。
このため、オフセット距離の変更が容易であり、輻輳距離が少しずつ異なる同じ被写体を
撮影する際に操作の手間を減らすことができる。
【００６５】
＜２．第２の実施の形態＞
［輻輳距離を自動追従する例］
　次に、本発明の第２の実施の形態について、図１１を参照して説明する。本実施の形態
では、立体映像を撮像中にオートフォーカス等によってフォーカス距離が変わる場合であ
っても、このフォーカス距離の変化に輻輳距離を自動的に追従して変えるようにした立体
映像撮像装置１００に適用した例について説明する。以下の説明において、既に第１の実
施の形態で説明した図１～図４に対応する部分には同一符号を付し、詳細な説明を省略す
る。
【００６６】
　図１１は、自動追従するオフセット距離を設定するための設定メニューの表示例を示す
。
　制御回路３１２は、フォーカスリング２２０によって調整されるフォーカス点に対して
、自動的に輻輳点を追従させて輻輳距離を調整するか否かを選択させるメニュー画面を表
示部１１３に表示する。撮影者が自動追従をオンに設定すると、設定した時点以降におい
て、フォーカス点が動的に変動しても、フォーカスポジションセンサ３１１が自動的にフ
ォーカス距離を求める。そして、制御回路３１２は、事前に設定したオフセット距離を保
持するようにフォーカス距離に基づいて輻輳点を自動的に追従させて輻輳距離を調整する
。
【００６７】
　以上説明した第２の実施の形態に係る立体映像撮像装置１００によれば、輻輳点の自動
追従をオンすることにより、撮影者はオートフォーカス等を用いて動的にフォーカス点を
変える場合であっても、輻輳点が自動的に変化し、輻輳距離が調整される。このため、動
きのある被写体や、奥行き方向に移動する被写体等を撮影する場合に、フォーカスを合わ
せるだけで、意図した輻輳距離による立体映像の撮影が容易となる。このように、撮影者
は輻輳点を設定するための複雑な操作が不要であり、撮影に集中することができるため、
撮影した立体映像の品質を高めることができる。
【００６８】
＜３．変形例＞
　なお、この輻輳点の自動追従について特にメニュー画面を設けることなく、初めから自
動追従をオンに設定しておいてもよい。これにより、撮影者がマニュアル又はオートフォ
ーカスによりフォーカス点を動かしても、輻輳点の設定を意識することなく良好な立体映
像を撮像できる。
【００６９】
　また、上述した第１及び第２の実施の形態では、フォーカス調整部としてフォーカスリ
ング２２０を用い、コンバージェンス調整部としてコンバージェンスリング２３０を用い
、調整指示部として指示ボタン２４０を用いた。しかし、フォーカス調整部、コンバージ
ェンス調整部及び調整指示部としてはリングに限らず、スライドスイッチや各種のスイッ
チ機構を用いてもよい。また、表示部１１３にＧＵＩ表示させたメニューにより各種の値
を調整するようにしてもよい。
【００７０】
　また、上述した第１及び第２の実施の形態では、二眼レンズ式の立体映像撮像装置１０
０に適用した例を説明したが、従来のように、２台のカメラを用いて立体映像を生成する
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撮像システムに用いることも可能である。
【００７１】
　また、上述した実施の形態例における一連の処理は、ハードウェアにより実行すること
ができるが、ソフトウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアに
より実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが専用のハードウェア
に組み込まれているコンピュータ、または、各種の機能を実行するためのプログラムをイ
ンストールしたコンピュータにより、実行可能である。例えば汎用のパーソナルコンピュ
ータなどに所望のソフトウェアを構成するプログラムをインストールして実行させればよ
い。
【００７２】
　また、上述した実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録し
た記録媒体を、システムあるいは装置に供給してもよい。また、そのシステムあるいは装
置のコンピュータ（またはＣＰＵ等の制御装置）が記録媒体に格納されたプログラムコー
ドを読み出し実行することによっても、機能が実現されることは言うまでもない。
【００７３】
　この場合のプログラムコードを供給するための記録媒体としては、例えば、フレキシブ
ルディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【００７４】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上述した実
施の形態の機能が実現される。加えて、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳなどが実際の処理の一部又は全部を行う。その処理によって上
述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００７５】
　また、本開示は上述した実施の形態に限られるものではなく、特許請求の範囲に記載し
た本開示の要旨を逸脱しない限りその他種々の応用例、変形例を取り得ることは勿論であ
る。
【００７６】
　なお、本開示は以下のような構成も取ることができる。
（１）　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系と、
　前記光学系のフォーカスを合わせて、フォーカス点を調整するフォーカス調整部と、
　前記フォーカス調整部によってフォーカス点が調整された後、前記撮像レンズの光軸方
向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点までの距離をオフセット距離と
して、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス距離に前記オフセット距離
を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調整する制御部と、を備える
　立体映像撮像装置。
（２）　前記制御部は、前記フォーカス点より奥に前記輻輳点が位置するように調整する
場合には、正の前記オフセット距離を前記フォーカス距離に加え、前記フォーカス点より
手前に前記輻輳点が位置するように調整する場合には、負の前記オフセット距離を前記フ
ォーカス距離に加える
　前記（１）記載の立体映像撮像装置。
（３）　さらに、前記オフセット距離を設定する設定部と、
　前記輻輳距離の調整を開始する指示を行う調整指示部と、
　前記基線長及び前記フォーカス点に基づいて、前記撮像レンズから前記フォーカス点ま
でのフォーカス距離を検出するフォーカス距離検出部と、を備える
　前記（１）又は（２）記載の立体映像撮像装置。
（４）　前記フォーカス調整部は、回動されることにより前記光学系のフォーカスを調整
するフォーカスリングであり、
　外径が異なる前記フォーカスリングと同軸に入れ子構造で組み合わされ、前記フォーカ
スリングとは別に回動されることにより、前記輻輳距離の調整を行うコンバージェンスリ
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　前記調整指示部は、前記フォーカスリング及び前記コンバージェンスリングの軸方向に
突出し、押下されることによって、前記コンバージェンスリングによる前記輻輳距離の調
整とは別に、前記制御部に対して前記輻輳距離の調整を開始する指示を行うボタンである
　前記（１）～（３）のいずれかに記載の立体映像撮像装置。
（５）　前記制御部は、前記オフセット距離の値を設定するメニュー画面を表示部に表示
する
　前記（１）～（４）のいずれかに記載の立体映像撮像装置。
（６）　前記制御部は、前記フォーカス調整部によって調整されるフォーカスに追従して
、前記制御部が前記輻輳距離を調整するか否かを選択させるメニュー画面を表示部に表示
する
　前記（１）～（４）のいずれかに記載の立体映像撮像装置。
（７）　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系のフォーカ
スを合わせて、フォーカス点を調整することと、
　前記撮像レンズの光軸方向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点まで
の距離をオフセット距離として、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス
距離に前記オフセット距離を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調
整することと、を含む
　輻輳距離調整方法。
（８）　所定の基線長を隔てて配置される左右一対の撮像レンズを含む光学系のフォーカ
スを合わせて、フォーカス点を調整する手順、
　前記撮像レンズの光軸方向における前記フォーカス点から設定しようとする輻輳点まで
の距離をオフセット距離として、前記撮像レンズから前記フォーカス点までのフォーカス
距離に前記オフセット距離を加えて、前記撮像レンズから前記輻輳点までの輻輳距離を調
整する手順とを
　コンピュータに実行させるプログラム。
【符号の説明】
【００７７】
　１００…立体映像撮像装置、１１０…本体部、１１３…表示部、１１５…操作部、１２
０…レンズ部、１２１Ｌ…左レンズ光学系、１２１Ｒ…右レンズ光学系、１２３…レンズ
フィルタ、１２５…レンズフード、２００…調整リング、２１０…ズームリング、２２０
…フォーカスリング、２３０…コンバージェンスリング、２４０…設定ボタン、３１１…
フォーカスポジションセンサ、３１２…制御回路
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